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1．はじめに
移動図書館とは、「公共図書館が図書館を利用

しにくい地域の住民に対して、何らかの移動手段
を用いて図書館資料を運び、図書館員による図書
館サービスを提供する方式」1）であり、戦後は高
知県や千葉県で早期に開始されたといわれてい

る。千葉県の移動図書館「ひかり号」2）は、GHQ
の払下げによるトラックの改造車で、自由に図書
を選択できる外向きの書架やスピーカーが装備さ
れ、1949年 9 月に巡回を開始した。

現在、著者らは1950年代前半の「ひかり号」の
活動に焦点を当て、図書館員がどのような意志で
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実践を積み重ね、地域住民に何をもたらしたのか
を検討している。戦後移動図書館活動を検証する
ことによって、移動図書館の意義とともに、地域
に位置する図書館のあり方や、図書館と地域住民
との関係性を考察できよう。これまでに著者らは、

「ひかり号」の研究視角を整理し3）、さらには映
画会活動を分析した4）。本稿では、資料ではうか
がい知ることができない事柄を明らかにするた
め、これまでの調査で実施した「ひかり号」に携
わった元図書館員へのインタビュー記録の一部を
用いて分析した。

すでに、1990年代頃よりフィールドワーク5）や
オーラル・ヒストリー6）などの定性的な研究手法
に注目が集まっている。図書館史研究においても、

『中小都市における公共図書館の運営』（略称『中
小レポート』）の調査7）を代表例に、最近では安
藤友張8）、小林卓9）などが鋭い視角によるインタ
ビュー調査と記録化が着実に行われており、著者
らもこうした研究手法の長短を踏まえ研究を進め
ている。

かつて宮本常一は、1972年に「調査地被害」を
報告し、「人文科学が訊問科学に」と指摘した10）。

……ある大学の調査団がやってきた。そして訊問

型の調査が行われたらしい。根ほり葉ほり聞くのは良

い。だが何のために調べるのか、なぜそこが調べられ

るのか、調べた結果がどうなるのかは一切わからない。

……略……「そんなことを調べて何にするのだ」と聞

いても「学問のためだ」というような答えだけがかえっ

て来る。村人たちがその言葉を聞くと、そうかと思っ

て協力したというが、「疫病神が早く帰ってくれれば

よい」と思ったそうである。ところが調査に来たのは、

この仲間だけではない。それから一、二年してまた別

の大学が、同じようなことを調べに来た。……

1950−1960年代の話であるが昔話として扱うこ
とはできない。1990年代に入っても、民族学の領
域ではあるが、同様の指摘がなされている11）。も

ちろん図書館においても、図書館員が仕事をつく
りあげている複雑な状況への深い洞察と配慮が必
要である。このことを踏まえながら、今後も元図
書館員や利用者へのインタビューを継続しつつ、

「ひかり号」関連資料の分析を進めていく。
なお、紙数の都合上、本稿に記載したインタ

ビュー記録については内容を整理して掲載し、年
の表記は西暦で統一した。

2．略歴
インタビュー対象者の大多和誠、山崎宏の略歴

は下記の通りである（本文は敬称略）。

2．1　大多和誠氏
1931年 5 月31日生まれ。1949年の高校生時代、

自宅付近（市原郡）に「ひかり号」の巡回があり、
館長の廿日出逸暁や職員の大岩好昭が自宅に宿泊
する機会があった。これが契機となり、千葉県立
図書館の採用試験を受験し、1950年 4 月15日に採
用された。1958年 3 月31日まで「ひかり号」を担
当し、その後は館内奉仕課等で勤務した。

2．2　山崎宏氏
1929年 6 月18日生まれ。1950年 7 月15日千葉県

立図書館に採用され、「ひかり号」の移動図書館
担当になった。採用当時は、山崎とともに大岩好
昭、藤堂良治（山崎と同日採用）の 3 人が「ひか
り号」担当であった。以後、1970年代まで「ひか
り号」を担当し（館外奉仕課長等歴任）、館内奉
仕課長等を歴任した。

3．インタビューの分析
2011年 9 月11日（日）

大多和誠氏自宅（千葉県白子町）
13：00〜15：00

3．1　「ひかり号」との出会い
大多和誠は「ひかり号」の利用者であり、その
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後、千葉県立図書館「ひかり号」を担当する職員
になった。
「ひかり号」は、1949年 9 月14日から巡回を開

始したが、 8 月13日から15日まで試験巡回を実施
した12）。 8 月13日の巡回ルートに市原郡が含まれ
ていたことから、大多和誠の自宅（自治会長宅）
へ館長の廿日出逸暁13）、職員の大岩好昭14）が宿泊
していたことがわかる。巡回先の宿泊場所として
各地域の役員の自宅に宿泊していたことは、市原
郡に限らず、各地の巡回先でも同様であった。宿
泊先では、各地域のさまざまな話題や農家の近況
など聞く機会になり、図書館員が地域の中に深く
溶け込んでいたことがわかる。
「千葉県訪問図書館ひかり友の会」による機関

誌『ひかり』（以下、『ひかり』とする）には、
1952年 2 巻 3 号より、「ひかり号」を担当する図
書館員が、「ひかり巡回町村」と題して各郡や町
村の利用状況をはじめ文化、歴史などを毎号執筆
している。このことからも、「ひかり号」担当者
は各地域の特色を熟知していたことがうかがえ
る。まず、「ひかり号」巡回の初期から担当して
いた大多和に「ひかり号」との出会いを聞いた。

石　川：大多和さんの「ひかり号」との出会い
や、「ひかり号」に携わった経緯をお聞かせ
いただけますか。

大多和：私が図書館と出会ったのが1949年 8 月
です。私が住む市原郡、現在の市原市に「ひ
かり号」が来たのです。高校は市原高校です
けれども、たまたま私が夏休みだったもので

すから、利用者になったわけです。それが「ひ
かり号」との出会いです。それで、当時は映
画もやりまして、私の住んでいる集落でたま
たま私の親父が自治会長をやっていまして
ね。廿日出逸暁館長、大岩好昭さん、もう一
人が私の家に映画が終わってから泊まってく
れたんですよ。それで廿日出さんが、「この
移動図書館は、農村地帯で文化も本屋もない
農村地帯に回らせるんだ」と。私は気安く廿
日出さんって申し上げましたけど、当時の館
長さんが私の家に泊まって夕飯を食べながら
雑談しました。

3．2　「ひかり号」の利用者
「ひかり号」の巡回が始まった当時、自動車の

数は非常に少なかった。千葉県内の1952年の自動
車台数は13,747台（うち大型貨物用四輪車は2,625
台）であり、主に市部に集中していることか 
ら15）、自動車の存在は農村漁村部では珍しく、「ひ
かり号」の存在が人を引きつけたといえる。『ひ
かり20年史』には、「高らかにメロデーを奏でな
がら、ツートンカラーの当時としては派手な宣伝
車スタイルで農村に向かったのであるから、素朴
な農村の人々を驚嘆させたことは想像以上であっ
た。」16）とある。
「ひかり号」の利用者（1951年度）については

表 1 の通りであった。男性が多く、職業では農水
産、教育、公務員で約80％を占めていた。他方で、

「ひかり号」利用者の年齢を示すデータは少ない。
表 2 によると、1952年時点では20歳代が最も多く、

表 1．「ひかり号」職業別登録者数（1951年度）（人）

農水産 鉱業 商交通 公務員 教育 学生 その他 無職 計
男 4,689 403 696 2,173 2,141 377 174 475 11,133
女 1,615 77 163 1,145 1,293 326 142 859 5,615
計 6,304 480 859 3,318 3,434 703 316 1,334 16,748
％ 37.6 2.8 5.1 19.8 20.5 4.2 1.8 7.9 100

典拠：文部省社会教育局編『移動図書館の実態』1953.11，p.14．
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次いで10歳代17）、30歳代であった。しかし、大多
和の証言からわかるように、千葉県臨海部におけ
る工場の進出に伴う若手労働者の雇用、さらには

「ひかり号」利用者の固定化から、しだいに利用
者の年齢層が上昇したことが推測できる。
「ひかり号」に積載していた図書については、

インタビューから、新刊書数が少なかったため、
各ステーションで図書館員が「操作」していたこ
とがわかる。社会環境の変化に伴い利用者層も変
化する中で、図書館員は貸出方法など「ひかり号」
の運用方法を柔軟に対応しながら利用者を追い求
めていた。大多和と山崎は、当時の「ひかり号」
の利用状況や積載している新刊図書について次の
ように語っている。

石　川：当時、地域の皆さんは「ひかり号」に
対してどのような反応でしたか？

大多和：珍しかったですね。本屋も何もないん
ですから。小学校だって高校でもそんなに本
は無いわけですから。

石　川：自動車も珍しかった……
大多和：あぁ、車も珍しいですよ。
石　川：どのような利用者が多かったですか。

20歳代とか10代後半の方とか……
大多和：中年が多かったですね。中年が多くて、

1955年くらいまでは若い人も多かったですけ
ども。京葉工業地帯ができてから、若い人は
マイクロバスに乗っていろんな作業に行って
ましたよ。それで、利用者が減ってきちゃっ
たので、最初は個人貸出しでやってたんです
が、利用者が減ってきたので団体貸出しも併
せてやるようになった。

大　岩：「ひかり号」に積んでいたコレクショ
ンは、図書館に戻ってきたら全部交換するの
ですか？

大多和：出発する時、新刊書は少ししか買えま
せんからね。だから50、60冊ですよ。多くて
ね。で、車の中の書棚に入れておいて、ステー
ションに 1 冊か 2 冊ずつ出していく。それで
ないとね、その本がひと月 3 週間なら 3 週間、
そこに留まってしまう。だから、そういう操
作も我々がしました。

大　岩：人気の本は複本もあったのですか？
山　崎：複本？ありましたよ。車が 3 台の時に

は、だいたい 3 冊は買うんですよ。
大多和：いわゆるベストセラーはね。それで、

リクエスト制度もある程度認めていました。

3．3　巡回ルート
「ひかり号」の巡回ルートは、図書館員が実際

に巡回しながら微修正を繰り返していた。「ひか
り号」の 1 号車は、GHQ の払下げられたトラッ
クの改造車であったが、外部から巡回ルートに対
する指導はなかった。図書館員が主体的に県内の
巡回ルートを開拓し、ステーションにおける運用
方法も図書館員が支援した。

各ステーションにおける貸出冊数は、地域によ
り異なっていた。これは、町村の教育委員会、ス
テーションマスターの考え方に左右されたとい
う。『ひかり』各号に掲載の「ひかり号巡回予定
表」によると、各ステーションでは30分間の停車
が基本であるが、40分間、60分間の地域もあるこ
とがわかる18）。

表 2．「ひかり号」年齢別登録者数（1952年度）（人）

区分 男 女 計 ％
19才まで 1,796 2,126 3,923 18.0
29才まで 5,670 3,190 8,860 42.7
39才まで 2,222 1,200 3,422 16.4
49才まで 1,794 746 2,540 12.3
59才まで 1,022 240 1,260 6.0
69才まで 402 98 500 2.4
70才まで 72 14 86 0.4

不明 106 48 154 0.7
計 13,084 7,662 20,746 100

典拠： 千葉県立中央図書館創立30周年記念事業後援会編
『千葉県立中央図書館三十年略史』1956.3, p.110.
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なお、各地域における「ひかり号」の受け入れ
組織として、下記のものがあった19）。

①千葉県訪問図書館運営委員会（町村運営委員
会）

「ひかり号」を受け入れる各市町村が組織す
る委員会である。1949年 8 月に実施した試験巡
回において、各地で組織されたことを起源とす
る。規約には、役場代表、公民館代表、教育委
員会代表など12名以上で組織され、ステーショ
ンマスターの選定や映画会等の開催を協議し
た。
②千葉県訪問図書館地区協議会

運営委員会の上部組織である郡単位の協議会
である。1949年11月に県内 3 郡でそれぞれ開催
された地区協議会を起源とする。各町村の運営
委員会の代表らで構成され、「ひかり号」の運
営について協議した。
③千葉県訪問図書館中央運営委員会

1951年 4 月に設立された。この委員会は上記
地区協議会の上部組織であり、委員は地区協議
会で選出された。設立直後は、千葉県の財政悪
化を背景に、「ひかり号」受け入れ市町村の負
担金や後援会の創設について協議した。
④千葉県移動図書館後援会

中央運営委員会が1953年11月に創立した組織
である。町村運営委員会代表などを委員とし、

「ひかり号」の増設に対する市町村負担金をは
じめ、ステーションの増設などについて協議さ
れた。
こうした各地域での「ひかり号」の受入れ方法、

さらには図書館員がどのように県内の巡回ルート
を設定したのかを聞いた。

石　川：ステーションによって、各地のステー
ションマスターの力というのですかね、それ
は「ひかり号」で巡回してもすぐに分かる
……

大多和：分かる。

山　崎：あらかじめ冊数が多いところは巡回の
予定表を少し伸ばす……

大多和：時間をね。 1 ステーション最低30分で
すけども、貸出数の多いところは40分、50分
にしたり。ひかり号の機関誌がありますよね。
最後のページに巡回表があるでしょ。停車時
間が長いところは貸出数が多いところです。
だから絶えずあの巡回表を作るときには、そ
ういうことを調べながらね。

山　崎：新しいところを巡回するときに一番困
るんですよね。わーって人が来るとね。30分
予定していたのが、もう倍くらいかかる。

石　川：やはりステーションマスターの方が、
その地区に「ひかり号」が来ることをどう周
知するかによる……

大多和：そうそう。周知の方法をね。
石　川：ステーションでは具体的にどのように

周知をしていたのでしょうか。町の広報誌に
載せるとか、放送するなどいろいろあったと
思いますが……

大多和：放送というのは無いですから、教育委
員会の職員やステーションマスターがいろん
な団体に声をかけるかによって、貸出の成績
は違いますよ。

石　川：なるほど……青年団とか。
大多和：青年団とかいろいろね。教育委員会、

社会教育課の人がみんな地域のリーダーを
知ってるわけですから。

山　崎：これはね、町村の教育委員会がね、こ
ういうものに対してどういう姿勢であたるか
ということで決まるんですよ。

大　岩：「ひかり号」でステーションを回って、
例えば30分停まって、何週間ごとに回るんで
すよと、それは初めからある程度準備されて
いたのでしょうか？

大多和：そこにステーションを作る場合、車を
持っていき、時間を計るってことね。出発地
からそのステーションまで何分かかるか。し
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かも、こういう事務がありますよ、机を出し
てくださいと、事前に……

大　岩：練習のような。
大多和：その町村に行って、説明をして、また

次行って……
大　岩：そして新しいルートが作られる……
大多和：そうですね。あらかじめ市町村から申

請をとってコースを決めていく。道路地図を
見て何キロあるから20分くらいかかるな、と
かね。そういう計算は我々がしたと。

大　岩：そこには CIE からの「こうしなさい」
という指導ではなく、図書館のみなさんや、
利用者の意見で決まっていたということです
か？

大多和：はい。CIE の指導も全然……
大　岩：日々の試行錯誤の中で生まれた千葉方

式といいますか、そういうことでしょうか。
山　崎：まぁ巡回から帰ってきて、まずいとこ

ろは修正することがほとんどですね。
大多和：だから大岩好昭さんは、僕とよく映画

会がないときは宿屋でね、道路地図を見て、
こことここは何分かかってと、次の巡回表を
組む話を毎晩のようにやってた。

大　岩：指導とかは全然無い。みなさんで考え
て作ったという。

山　崎：何にもその……参考書が無い、見本も
ないから。

3．4　ひかり友の会
「千葉県訪問図書館ひかり友の会」は1951年 4

月に組織された。これは「ひかり号」利用者の組
織であり、友の会の活動として『ひかり』の配布
や見学会などが行われた。会費は図書 1 冊貸出に
つき 5 円であったが、1951年度の業務監査報告の
中で指摘され20）、1952年度からは年額30円となっ
た。

次の大多和の語りから、この友の会は館長の廿
日出による着想であり、規約などは上野の博物館

（東京国立博物館）を参考にしてつくられたこと
がわかる。

石　川：「ひかり号」の機関誌『ひかり』があ
りますね。そこに利用者やステーションマス
ターが記事を書いていますが、図書館の職員
の方が依頼をして……

大多和：そうそう。あれは私が担当してまして
ね。編集会議がありまして、出す度に会議を
やりました。

山　崎：で、頼みやすい人とかね。利用者でね。
大多和：それでね、私 4 月に入って廿日出館長

が「君、友の会って知ってるか？」って言う
から「知りません」と言ったんだよ。そした
ら「君、上野の博物館行って」と。「博物館
友の会ってのがあるから、そこ行って勉強し
てこいよ」と。それで「千葉県の移動図書館
ひかり友の会をつくろう。参考にするから」
と。私 1 人でね、初めて上野の博物館に行っ
たんですよ。そういう発足の過程があるんで
す。

石　川：当時、博物館友の会というのは活発
だったのですか？

大多和：規約などの資料をもらって、どういう
事業をやっているのか。その時は千葉県も美
術館とかいろんな博物館もみんな友の会をそ
ういう形で参考にしてつくったんですよ。い
わゆる友の会の始まりは上野の博物館の友の
会を参考にしたと。

3．5　映画会・読書週間
「ひかり号」は図書の貸出以外にも各地で映画

会などを開催していた。映写機はナトコ映写機21）

であり、CIE が各都道府県視聴覚ライブラリーに
提供した。そして、主にアメリカ文化を伝える
CIE 映画の上映を積極的に推進した。

しかし、「ひかり号」における映画上映について、
CIE からの指導はなかった。むしろ各地域では
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CIE 映画よりも劇場映画が好まれる傾向にあり、
図書館員は地域の要望を踏まえながら映画の選定
をしていたことがわかる。こうした映画会以外に、
読書週間に限り「ひかり文化祭」として、NHK
のど自慢の合格者を招いた演芸会が1951年、1952
年に開催された22）。

これらの映画会や演芸会は、地域住民を「ひか
り号」に引きつけ新たな利用者をつくり、「ひか
り号」の利用につなぐための一つの手段であった。
しかしそれだけではなく、こうした「ひかり号」
の文化的活動は、農山漁村の地域住民が集まる

「場」となり、地域住民と図書館を着実につないだ。
このような「ひかり号」が実施した映画会や演芸
会について、次のように語っている。

石　川：ステーションで映画会ではなく、読書
会などの活動はありましたか？

大多和：映画会やるとね、夜遅くなるんですよ。
だからその後の座談会とか読書会はほとんど
なかったですよね。

山　崎：電圧が低くてモーターが回らない。
大多和：だから映画が始まるのが 8 時頃じゃな

かったですか。
山　崎：遅いときは10時近くなったり。だって

電灯消してくれるのはさ……
大多和：結局ね、農村地帯は電圧が低いですか

ら、近所の人たちにこれから映画会やります
から電気を消してくださいと、地区の人たち
に言ってもらって、それからモーターが
ウーっと。ナトコですが。

山　崎：難しいね。図書館員が映画やるってい
うのはね。そして夜はどこか、よその家に泊
めてもらうんですよ。

大多和：民家とかね。
山　崎：青年団の役員の家だとかね。
大多和：山崎さんの家に私が泊まったり、個人

の家に泊まったり、知っている職員の家に泊
まったり。そういう宿泊の面ではなるべく安

い旅館に。
大　岩：映画について、これは流しなさいと

CIE から指導がありましたか？
山　崎：いや、やれば向こうが喜ぶわけでしょ。
大　岩：それは地元の方が？
山　崎：そう利用者。だから、やろうかってい

う。
大　岩：なるほど。アメリカの映画が多かった

わけですけども、後から劇映画や漫画があっ
たというお話があったのですが、流しなさい
と指導があったわけではないのですね？

山　崎：そうですね。あれはね、やってみて
CIE の映画だけでは、どうもお客さんが納得
しないという。なんとかその劇映画を借りる
ことができないかとういことで検討して、確
か、後援会23）で少し補助したと思うんですよ。
フィルムの借り上げ料ね。

大多和：そう。それでね、友の会が1950年にで
きてから予算的にね、映画会にも潤沢になっ
てきて、フィルムや何かも……

山　崎：劇映画を借りれるようになって。
大多和：農村地帯では劇映画を要求したんです

よ。納涼映画会とか、我々がその安いフィル
ムをね、千葉にあったんですよ、業者が。そ
こから借りて……

山　崎：一番多かったのは「野良犬」ね。
大多和：そうそう、三船敏郎の「野良犬」とか。

ああいう映画っていうのは毎回やってるとセ
リフ覚えますね。

山　崎：笑っちゃいますねホント。
大多和：それからあと「金色夜叉」とか。ああ

いう劇映画が農村地帯では喜ばれてね。それ
で我々は劇映画も上映するようになりまし
て。それから、廿日出さんがやったのは「NHK
のど自慢」。千葉県でのど自慢に合格した人
たちを「ひかり号」に乗っけてステーション
に行って、 1 曲歌ってもらう。読書週間の時
ですよ。それによって新しい利用者が貸出登
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録して……
山　崎：貸出なんかそっちのけでね、そっちの

お客さんがいっぱい来るから。
大　岩： 1 曲歌うことによってお金とかは……
大多和：ボランティア。要するにね、NHK の

千葉支局の人が、アコーディオンの伴奏者と
2 人。だから 3 人「ひかり号」に乗って……

山　崎：それは読書週間の時だけですよ。のど
自慢の第 1 回目で 1 位になった人が来ました
ね。1947年ぐらいから始めたんですかね。の
ど自慢というのは。

大多和：横森良造さん。よく民放で出てたんで
すよ。アコーディオンの。

山　崎：鳴海日出男って人は確か……一番初め
に合格した人じゃないかな。有名な。 1 、 2
回来ましたね。

大多和：NHK のど自慢で入選した人がひかり
号の読書週間に協力してくれたんです。
NHK はのど自慢の宣伝を兼ねたわけ。

山　崎：今でいうとカラオケやってる人よりは
上手だったね。

3．6　自動車の修理
「ひかり号」 1 号車は、GHQ の払下げられたト

ラック（アメリカ製）の改造車であったため、タ
イヤの規格が日本製自動車と異なり、図書館員は
修理に苦労していた。

当時の日誌（1951年 1 月15−16日）には、「朝
から小雪が降り、道路もすべり時間内に走行出来
ず六合村に三十分延着す。……略……　凍った道
路が解（ママ）けてスリップ。布鎌小学校生徒の
應援を仰ぐ。」24）とあり、定時の運行は難しく、地
域住民の協力を仰ぎながら運行していたことがう
かがえる。1951年の統計によると、千葉県内にお
ける県道・国道の舗装道は約 8 ％にすぎず25）、道
路の多くは舗装されていなかった。

なお、千葉県の移動図書館の場合、専属の運転
手はおらず、「ひかり号」に同乗した図書館員 2

名のうち 1 名が自動車を運転した。こうした「ひ
かり号」自動車の維持・管理について聞いた。

石　川：移動図書館では本の貸出・返却、映写
機の操作以外にも、自動車の修理など、どの
ような作業をしましたか？

大多和：エンジンがストップした時、自動車を
いじったこともないのに、キャブ26）にゴミが
入ったからと言ってね。針金の細いので作業
をしましたよ。道路が砂利道ですから、砂埃
がすごいですから。今のように全部舗装では
ないですから。

山　崎：とにかくお話になりませんよ。特にタ
イヤね。ボロボロになるとね、パンク屋さん
もないんですよね。タイヤっていうのはもう、
ほとんどなかったですから。外国からきたタ
イヤはサイズが違いますからね。もうあれは
困りましたね。

石　川：パンクしたり車が故障して、次のス
テーションへ行けなくなったこともありまし
たか？

大多和：ありましたよ。
山　崎：もう、パンクは十何回もありましたね。

3．7　他地域への影響
関東地区で早期に開始した「ひかり号」は他県

に与えた影響が大きかった。したがって、「ひか
り号」の運用方法が基礎となり他県に広がったこ
とがわかる。例えば、栃木県では県立図書館の石
川昌一が1950年に「ひかり号」を調査し、館長の
廿日出より「車のこと、巡回コースのこと、貸出
規則、貸出方法等を懇切に教えてくれた。」27）とあ
る。さらに埼玉県でも1950年に「ひかり号」を調
査している。埼玉県立図書館の鈴木四郎は、「千葉
県は、その頃生存状況だったものが、（廿日出が
−著者注）移動図書館を始めたら生活になったと
言うんだよ。……略……　その意気込みだけは立
派だという感じであてられて帰って来ました。」28）
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と指摘している。
移動図書館の具体的な運用方法は、1953年や

1954年に開催された移動図書館の協議会で議論さ
れた。ここには各都道府県の館長や移動図書館担
当者が全国から集まり、巡回ルート、町村の組織
化と運営、図書の貸出方法など、各地域の実践的
な課題に基づいて具体的な運用方法が意見交換さ
れた。その中で、移動図書館がステーションに 1
日中停車するという徳島方式も存在したものの、
東日本地域では20−30分の短時間停車の千葉方式
が与えた影響は大きかった。すなわち、千葉県と
同じような巡回方法、さらには運営委員会など同
じように町村を組織化し移動図書館を運用する傾
向にあった。

国内における1950年中頃までの移動図書館数
は、表 3 の通りである。これによると、都道府県
立図書館による移動図書館が戦後急速に広がって
いることがわかる。しかし、長野県のように
PTA 母親文庫を実施し、移動図書館を実施して
いない県も存在した。そこで、他地域からの「ひ
かり号」視察の受入れや、他県に与えた影響を聞
いた。

石　川：千葉県が移動図書館を早期に始めたこ
とで、他県に与える影響は大きかったと思う
のですが、例えば、埼玉や群馬などから見学

に来たということは……
大多和：交流はありましたよ。
石　川：頻繁にあったのですか？
大多和： 1 泊 2 日でひかり号に乗って、実地を

回って、運営の仕方とか地元との関わり方を
我々が指導したと言ったらおこがましいです
けど。

山　崎：よく来ましたね。
石　川：全国移動図書館協議会でしたか、全国

大会が岐阜29）で行われたり、千葉30）で行われ
たり。その中で多くの話題があったと思うの
ですが、徳島方式という、 1 日中ステーショ
ンに停車して、 1 年間に 1 回か 2 回しか来な
いという方式がいいのか、千葉方式で 1 回数
十分間の駐車で、月一回いろいろな村を回る
のが良いのかという議論は……

山　崎：当時はかなり話題になりましたよ。日
本を二分する感じになったよ。結局、千葉方
式が利用者のためになっていると言う人もい
ましたね。でも月に 1 度行くのと、年に 1 度
行くかどうか分からないというのとね……そ
れは話題になりましたね。

石　川：やはり、関東ですと千葉方式……
大多和：そうですね。千葉方式ですね。みんな

見学に来て、「あぁ、この方式で始めましょう」
と手本となったわけですよ。千葉方式が教本
に。だから、千葉方式から埼玉とか茨城、栃
木、群馬というふうに移動図書館ができまし
たから。結局、千葉方式を手本にしてやった。

石　川：移動図書館が埼玉や栃木に広がってい
く中で、長野は独自に母親文庫をしていたな
ど、移動図書館をやっている地域とやってい
ない地域の議論はありましたか？

大多和：特に無かったですね。ただ、長野の館
長31）が言ってましたが、「長野はよ、千葉み
たいな移動図書館つくったら、次に行くのに
半日かかったんだよ。いわゆる長野の場合は
移動図書館だとね、つまんねぇ、つまん

表 3．移動図書館数の推移（台数）

年 合計 都道府県立
図書館

市区町村立
図書館

1949 3 3 0
1950 10 8 2
1951 20 15 5
1952 33 23 10
1953 40 28 12
1954 49 35 14
1955 53 37 16

典拠： 日本図書館協会公共図書館部会移動図書館分科
会，埼玉県立図書館編『全国移動図書館基礎調
集計表（昭和39年 2 月 1 日現在）』1964.11，p.3．
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ねぇ」ってね……
石　川：南北に長い……
大多和：効率が悪いんだよ。日帰りで行けると

ころなんて長野は何か所も無いよ。というこ
とでね、長野は移動図書館をやらないと。こ
れは叶沢さんの持論でした。

4．おわりに
戦後の移動図書館に携わった元図書館員のイン

タビューから、具体的な移動図書館実践はもちろ
んのこと、資料では伺い知ることができない図書
館員の意志とエネルギーを読み取ることができ
る。

1950年代前半、「ひかり号」を担当した図書館
員は、図書の貸出以外に、自動車の運転・修理、
映画会・演芸会の設営、ナトコ映写機の操作、地
域住民との交流など、活動は多岐にわたっていた。
図書館員は実際に地域を歩き、住民の表情と地域
の空気を感じ、利用者の声を聞きながら移動図書
館を創っていた。他方、地域住民は、「ひかり号」
への期待と希望を抱き、図書館員とともにその活
動を支えていた。

加えて、当時は「ひかり号」が移動図書館活動
の「教本」となり、他の都道府県からの視察を受
け入れ、具体的な活動方法が広がった。視察の受
け入れは、単に移動図書館の活動方法が他の都道
府県に伝わるだけではなく、「ひかり号」を担当
する図書館員の意志とエネルギーも伝わることに
なり、「ひかり号」の活動が各地の移動図書館実
践の基礎を拓いた。

戦後、混迷とした時代に、移動図書館を通して
図書館員が地域に深く溶け込み、地域住民との信
頼関係を築きながら、図書館活動を積み重ねてい
たことがわかる。このことは、積載する冊数や巡
回日数など移動図書館の限界を乗り越え、図書館
員が地域と図書館を着実につないだことを意味し
た。図書館サービスが市場化され、そのサービス
が売買の対象となる商品へ変質32）されつつある現

在、地域と図書館をつないだ移動図書館実践から、
見つめ直すべき図書館の本質が隠れているのでは
ないだろうか。

最後に、インタビューに快く応じていただいた
大多和誠氏、山崎宏氏に感謝申し上げます。また、
千葉県立中央図書館の皆様には「ひかり号」に関
する資料の閲覧につきまして便宜を図っていただ
きました。改めて深く御礼申し上げます。インタ
ビュー音声の文字化には本学卒業生の中島賀子さ
んにご協力いただきました。

なお、インタビュー並びに千葉県立図書館「ひ
かり号」の研究には著者らのほか、小黒浩司（作
新学院大学）、奥泉和久（横浜女子短期大学図書
館）、中山愛理（大妻女子大学）が参加しています。
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